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みなさんこんにちは。今ご紹介にあずかりました、徳島県上板中学校の梯泰三と

いいます。たぶん小さな部屋なので声が通ると思うので、マイクなしで発表をさせて

もらおうと思います。 

最初に今日発表させていただく内容なんですが、10 個ほど用意させていただきま

した。簡単に紹介させていただきます。一番最初、私の自己紹介、それからガーナの

こと、それから任地はタマレという場所だったんですが、そのタマレについて。それ

からみなさんガーナってチョコレートの国と思われているかもしれませんが本当にそ

うなのかなということを僕なりの考えをこれから述べていきたいなと思ってます、そ

れからなぜ協力隊に参加したのかということ。それから私の要請と活動。これから以

降は本格的に活動のことを話させてもらうんですが、少し授業の様子をビデオで見て

いただけたらなと思っております。それから理数科隊員、教員として派遣をされまし

たので私の任地の学校のこと、実際にガーナの任地の先生たちのこと、それから生徒

のことを話させてもらったあと、最後、今後帰国隊員のとして私が何ができるかなと

いうことを一緒に皆さんと考える機会にできたらなというふうに考えています。宜し

くお願いします。 

最初に自己紹介ですが、17 年度１次隊でガーナ共和国に理数科教師として配属さ

れました。配属先はここにもありますが、タマレ市教育事務所というところですが、

日本で言えば市町村の教育委員会かなと思っていただければいいと思います。そこで

もらった僕の役目というのは、 science and mathematics volunteer officer 理科と数学

の先生ですよという役目をもらいました。現在は先ほども紹介していただいたんです

が、徳島県の上板中学校で勤務、お世話になっております。1 年生の担任で教科は数

学、陸上部を担当しております。 

次、任国のガーナについて話させてもらいます。アフリカの地図がここにあるん

ですが、ガーナってどこかなってみなさんおわかりになるでしょうか。だいたい頭の

中で考えてみてください。どの辺りかな。実はガーナというのは西アフリカと言われ

ています。ここにあります。西アフリカと言うところにあります。それでクラスとか

学校の生徒たちにはこういうふうに説明しています。いま点線が入りましたがこれは

東経 0 度、北緯 0 度の線を描いてみました。ということは、ガーナは 0 度、0 度に最

も近い国なので、僕はクラスの生徒には地球のおへそに一番近い国だよというふうに

説明をしています。次、こちらの方にガーナを拡大した地図があるんですが、首都は



アクラです。海沿いのここにアクラがあります。私の任地というのは結構ガーナから

遠くて、Northern と書いてありますが、北部州の州都タマレ市というところにありま

す。首都アクラからはだいたいバスのターミナルに行くと 20 時間くらいと書いてあ

りますが、故障があったりとかバスが出なかったりするもので、だいたい 20 時間か

ら 2 日くらいの間みておけば、僕のタマレには行くことができるんじゃないかという

ふうに思います。どんどん進めさせてもらいます。ひょっとすると、そこだったかな

名前は忘れました、メーカーさん、お口の恋人何とかさんが、何とか何とかチョコレ

ートというのをだしていて、ひょっとしてガーナってチョコレートの国かなって思わ

れがちなんですが、これはあくまで僕の考え方です。試験などで絶対そうだと思わな

いでください。ちょっと一緒に考えてみたいなと思います。国際菓子協会というホー

ムページからとってきました。2004 年のデータですが、チョコレートの生産量と消

費量、アメリカ、ドイツ、イギリスというふうになっております、チョコレートです

ね。どこにもガーナというのはこのデータでは入っていません。一方、2007 年の外

務省のデータなんですけれど、カカオの生産というところではコートジボワール、ガ

ーナの隣の国ですが、2 位ガーナ、それから近くの国、同じ西アフリカの国ナイジェ

リアというのが 1 位 2 位 3 位となっております。ということを考えると、僕はガーナ

はチョコレートの国ではなくて、カカオの国かなというふうに思います。少しこれを

発展させて考えると、やっぱりチョコレートがもしつくれる、おいしいなと世界中の

人が思ってくれるような国であれば、ガーナという国はもしかしたら開発途上国とは

呼ばれないのかもしれないかな、そういうふうな技術を持っていると呼ばれないのか

もしれないのかなというふうにあるので、ガーナが将来カカオの国から本当にチョコ

レートの国になれたらなというふうに思いながら活動していたことも事実です。 

それから、大体これが僕の任国、任地の話なんですが、少し話を変えさせてもら

いまして、なぜ私が青年海外協力隊に参加をさせてもらったのかということを、話を

させてもらおうと思います。1 番最初なんですが、やはりボランティア活動に興味を

持っていました。大学生の頃、もう 10 年以上も前になるんですが、学生の頃からボ

ランティア活動、徳島県にいくつか授産センターといわれる障害者の方の施設がある

んですけれども、そういうところでボランティア活動をしていまして、そういうこと

がきっかけで大学生の頃からボランティア活動に興味を持っていたということがあり

ます。それから学校に勤めている、この中にも中学校、高等学校それから小学校で勤

めてられる先生方おられると思うんですが、特に中学校で勤めていると教科指導また

生徒指導というのでどうしても悩みというのがでてきます。そんな中でもしかしたら

環境の違うところで自分が仕事をすることで、ボランティアとして活動することでま

た日本に帰ったときに教科の指導とか生徒指導で何か役に立つようなヒントというの

を学べるんじゃないかなということがありました。それから 3 つ目なんですが、やは

りいろんな場所に行くことで人々と出会いとかふれあいを求めてという理由も 3 つ目

にありました。こういうような理由 3 つ、他にもあるんですが 3 つ書かせてもらった



んですが、なかなか青年海外協力隊って一歩踏み出すことってやっぱり難しいと思う

んです。遠い場所でもあるし海外でもあるしというところもあって。僕は現職派遣を

させてもらいましたが、なかなか職場の理解が得がたいというようなところもあるん

ですが、なんで僕が協力隊に行くことになったかと言うと、神戸のほうで協力隊の説

明会に 3 年か 4 年前に参加させてもらったときに、ある参加者の方がこういうふうに

経験談の中で私に語ってくれました。世の中で最も教育環境が整っていない場に足を

運ぶということが教員、教師としての務めではないでしょうかというような話をして

くれる先生がいまして、その言葉を聞いたときにぽんと背中を押されたような気がし

ました。決して行かなければならないと思ったんじゃなくて、あっ僕、教員だから行

ってもいいんだって、行ける機会があるんだっていうふうにこの言葉を聞いたときに

思うようになって、じゃあ挑戦してみようかなということでいろいろホームページを

調べたりだとか学校の職場の学校長に相談をしたりだとか、JICA 四国の方にお世話

になったりだとかというところから手探り状態で始まったのが、私の協力隊参加への

第一歩になりました。というのが大まかなところなんですが。 

早速そしたら次はお手元の資料では 2 ページ目になると思うんですが、本格的に任

地での私の活動についてお話をさせてもらいたいなと思います。それに当たって 1 番

最初に私の要請と活動についてお話をさせてもらいます。まず JICA さんの方からい

ただいた私の要請というのは、ガーナ発の巡回型理数科隊員としてと書きました。ガ

ーナは私が行くまでは、ほとんどの場合は一高校の教員としてある高校に配属される

というふうな形ですべての理数科隊員が配置されていたんですが、私は巡回型隊員、

先ほども言いましたが教育事務所に配属されまして、いろんな学校を担当させてもら

いました。後から詳しく言わさせてもらいますが、担当校は確か小学校で約 100 校、

中学校で 80 校ありました。そのあたりの苦労話も今日させてもらえたらなと思って

おります。それと同時にもう終わったのですが、ガーナでは STM、science、

technology、それから mathematics プロジェクトというのがありまして、それを大き

な 3 つの群でそのプロジェクトが行われたんですが、その中の 1 つであるタマレ市の

プロジェクトを支援する、草の根で支援するためにというふうに自分が心の中では噛

み砕いていたんですが、そのために JICA さんの方から要請を受けたと思っておりま

す。実際にこういうふうな要請をもらって私がどんな活動をしていたかということな

んですが、主な活動として理数科隊員ですので小中学校での理数科の授業。目的は２

つありました。先生たちの指導力の向上ということと、それから当然当たり前なんで

すが、生徒たちの学力の向上という 2 つのことを目標に授業は行っておりました。そ

れからこのプロジェクトとも関連した、ガーナの他の隊員の活動ともいろいろ関連す

るんですが、ワークショップの開催というのをしておりました。なかなか学校に行っ

て授業をするだけでは先生の指導力の向上というのは難しいのもありますので、先生

たちだけ呼んできてワークショップの開催というのをしておりました。やっぱり 1 番

は指導主事と書いてありますが、私が配属されていた教育事務所の先生方、それから



学校の校長先生、それからその学校で算数や数学や理科を担当している先生方を集め

てワークショップを開催したり、これ理数科隊員の研修の場って書いてありますが、

ガーナ今 100 人近い隊員が派遣されていると思います。その中で理数科隊員が開催

する大きな行事が 3 つありました。1 つはアコソンボ訓練と呼ばれるんですが、簡単

に言えば教育実習みたいなものです。それから実験ツアーと呼ばれまして、全国をめ

ぐって実験道具がないもので隊員が集まって実験道具を用意してバスを借りて実験の

道具がない学校に行ってというふうに、隊員が夏休みであるとか春休みであるとかと

いうふうなときに、みんなで集まって隊員同士の研修会ですね、研修会をかねてこの

ようなワークショップを開催していりました。当然この中には理数科隊員だけじゃな

くて他の隊員、HIV の対策の隊員、感染症の隊員にも授業をしてもらいました。理

数科の授業と関係があると思ってしてもらいました。それから休み時間には楽しいこ

ともしたいなと思ったので、青少年活動の隊員であるとかとにかく隊員をたくさん集

めてきてワークショップを開催しました。それから最後に他国のボランティアとの交

流の場というふうに書いてあります。ほかの国でもそうだと思うんですが、ガーナに

もたくさん他国のボランティアが来ております。この開催したワークショップには

VSO イギリスのボランティア団体だと思うんですが VSO、それからピスコ、アメリ

カのボランティア団体だと思うんですがピスコの方とかにも来てもらって、やっぱり

語学の点では彼らにはなかなか敵わないのでそういうふうな英語について教えてもら

ったりだとか、彼らのアイデアを教えてもらったりだとか、自分たちはこういうふう

に思っているんだけどどう思うということで、いろんな人とにかくいろんな人を呼ん

できて自分自身の指導力の向上の場でもありますし、やっぱり先生たちの研修の場を

つくりたいなというふうなことで、いろんなことを試行錯誤しながら大きなものとし

ては年 3 回やっておりました。実際に、ここに書いてるワークショップなんですが、

ワークショップでやっていた、私の授業をビデオに撮っています。たくさん隊員がい

たのでビデオを撮ってくれることができました。このビデオを見てもらいたいと思い

ます。ガーナに行ったばかりの映像で、すごく自分自身が緊張しているのがわかるビ

デオで恥ずかしいんですが、拙い授業で申し訳ないんですが、ご覧ください。 

（ビデオ） 

すみません。というふうな授業を行っていました。ちなみにこれは JICA さんの方

にお世話になって、顕微鏡の使い方の授業をしたんですが、JICA さんの方にお世話

になって 100 倍まで見える簡易顕微鏡というのをプロジェクトと関連して買ったも

のがありましたので、それを利用させてもらいました。非常によかったなと思うのは

大きな顕微鏡と違ってこれくらいの顕微鏡だったので持ち運びが便利なんですね。い

ろんな学校にもって行くことができて、僕はこの顕微鏡のおかげで随分助かった思い

出があります。今見てもらったビデオで見るとアフリカの学校っていいな、黒板もあ

るし机もあるし学校に屋根もあるなって思われて、素晴らしい学校であれチョークも

あったじゃないか、黒板に僕が白い字で書けてたじゃないかって思われがちなんです



が、これはやっぱりワークショップでした授業なので、どちらかと言うと施設設備の

整った学校でさせてもらいました。実際私が通っていった学校というのは、こんな立

派な学校ではなくて、ちょっと見てもらいたいんですが、その前にすみません、タマ

レの学校の現状をもう一度言わせてもらいます。私の任地タマレは東西南北に 30 キ

ロ 30 キロの正方形だと思ってください。その中に中学校が 250 校、中学校が 70 校あ

るそうです。教育長からそのように聞きました。それで私は小学校 80 校と中学校 20

校、だから全部で 100 校を担当しなさいよというふうに言われました。少し話をさ

せてもらうと、当然こんなの 2 年間で、正確に言うと 1 年 9 ヶ月で全部担当できるこ

とはできないので、僕は中学校 4 校と小学校 4 校を担当していました。どういうこと

かというと、週は月火水木金で 5 日です。そのうち 1 日は事務所の方に行きたいです。

午前中は小学校に行って午後から中学校に行っていました。だから 4 校 4 校というふ

うに、自分の中でたくさん学校を与えてたくさんチャンスは増えたんですが、申し訳

ないんですがそのチャンスは８校でしか活かすことができなかったんですよ、ちょっ

と残念だなというふうにも思ってるんですが、時間的なことそれからバイクで２０キ

ロ片道３０キロ走りますのでそういうことを考えると、午前中に１校午後に１校とい

うのが適当じゃないかというふうに僕は判断をしていました。その学校が何ですが、

ちょっと写真を見てもらう前に、私の思ったことは、やっぱり写真で見てもらったの

ですがさっきビデオで持てもらったものがすごくやっぱりいい学校です。何がいいか

というと人材の面でって書いてあります。やっぱり先生がいます。授業するっていう

とその学校の先生が来てくれる先生がいます。ぼくが行ってた学校には生徒はたくさ

んいるんだけれども、実は校長先生しかいないとか、校長先生とあと一人二人先生が

いるんだけども、今日は校長先生しか来てないよとか、っていう風な学校がたくさん

あったので、やっぱりあの人材の面でいっぱい差があると思うんです。タマレの中で

もある学校には完璧に時間割が朝から夕方まで組めるだけのスタッフがいる。でも、

ちょっとほんの１０キロバイクで走った学校には、生徒がたくさんいるのに校長先生

しかいないっていうふうな人材の面での格差。それから 2 番目は施設・設備の面でっ

ていうふうにも書きました。校舎、施設、設備、それから教材でかなり差があります。

これについて少し、写真を見てもらおうかなって思います。一つ、これ、ここにあの

これも私の任地の一つの学校ですが、日本の援助で建てられた学校です。こんなすば

らしい学校があります。屋根もあって壁もあってすごいきれいに壁が塗装されている

っていう風な学校があります。まぁ、町の中心部なんですが、これも私の学校なんで

すが村の学校に行くとこんな感じです。本当に壁なんかないですよね。生徒も制服な

んか着てないです。さっきから何度も言ってますが、やっぱり同じタマレの学校なの

に校舎や施設・設備の面でかなり違っているっていうふうなところがあります。で、

実際私が通っていた学校を少し紹介させてもらうと、こんな学校です。今、写真で見

せた学校ですね。この学校は、本当にこういう小さい黒板が一つあるだけで、チョー

クは僕が買って、プレゼントしました。それから、他の学校ではこういう風な屋根が



あってもまぁ、バラック状態のような壁があっても、この学校に僕は、通ってました。

で、なんかそうやっていたらなんかちょっとシーンとなって、みなさんがなってしま

ったのが残念なんですが、実は僕は好きなことがあって、学校までの風景が大好きで

した。見てください。バイクで行ってたのですが２０キロ３０キロこんなまっすぐな

道。きもちいですね。まっすぐな平らな道。バイク好きな人がいたら、走りたいなっ

て思われるのではないでしょうか。それから、途中にはこれ、何の木かわかりますか

ね。神様がやどる木、バオバブですね。バオバブの木が当然生徒の家にあったりとか、

風景、僕はとっても大好きでした。僕は時々風景に目を奪われて、外の前の穴が見え

なくて危ない思いをしたりだとか、でも僕はとっても、バイクを走らせるのが好きで

した。 

時間も迫ってきます。学校の先生についての現状を少しお話させてもらいます。

他のアフリカでもそうだったんですが、やっぱり基本的な計算ができない。日本だと

完全に最近問題になっていますが、指導力不足教員というような言い方をすると厳し

いかもしれませんが、日本の感覚で言うとそういうふうになるんじゃないかなって思

います。用語を正しく理解していない。正方形を長方形と教えたり、直方体を長方形

と教えたり、という風な用語を正しく理解していない。経験力不足。教材教科があり

ませんので、当然そういう風なこともない。使い方も当然知りません。残念なことに、

やっぱり高い収入を求めて、辞職する人が多いというのもこれは残念なことです。 

ちょっと見てもらいたいのですが三分の二、二分の一がなぜかこんな計算になっちゃ

うんですね。二分の一がここに来ると逆になっちゃうんですね。六分の三。こっちを

通分した三分の二がなぜかこっちにきちゃうんですね。こうがきまってなるんですが、

三から四を引くとマイナスになるのに、なぜか答えはちゃんと六分の一になるんです

ね。すごいなって思いながら自分も見てましたが、ちゃんと証拠写真も載っています。

彼はこういう風に計算もしてるんですね。でも、これは笑い事かもしれませんがこれ

がガーナの教員の問題だと思います。これ先生が教えてるっていう、彼だけじゃなく

てちゃんと通分ができない先生、計算ができない先生たくさんいます。やっぱり、こ

れを克服していくこと、っていうのがやっぱりガーナの教育の課題であるし、隊員と

して派遣されていた私自身も何かできることがあるんじゃないかなって考えておりま

す。厳しい、現実がここに現れているんじゃないかなって思います。 

それから生徒についてです。すいません。これ冗談言うのに作ったのですが、タ

イミングを逃してしまったので申し訳ありません。生徒について話をさせてもらいま

す。やっぱり就学率低いです。ある学校長、校長先生と話していると就学率５０パー

セントっていうふうに聞きました。でも、その中でも乾季、雨季になるとどうしても

やっぱり、さらに生徒減っちゃうんですね。そういう風に考えると修める方の修学っ

て言うのは、もっと低いんじゃないかなって僕は思っています。それから健康面でマ

ラリア、コレラ、ポリオ。健康面での被害っていうのは感染症の隊員らと話をしてい

ると本当、深刻な問題っていうのが健康面でも衛生面でもあるように思います。でも、



僕はこれが好きでした。生徒たちも明るく、礼儀正しい。ぜひ、今担当している上板

中学校の生徒に、生徒たちの姿を見習ってもらいたいものですね。グッドモーニング、

先生おはようございますなんて、言ってくれる生徒もいるんですが、うちのクラスは

今は全員できていないような気がします。それからやっぱり働き者です。よく働きま

す。午前中に学校に来て、午後から何か牛を飼ったりであるとか、何か物を売ってい

ます。よくよく考えると、牛を１０頭ぐらい持っていると、平均的なガーナ人の年収

にもなると思います。そういう仕事をしているんですね。今、日本の中学生で、年収

ぐらいの価値のあるものを動かしながら仕事ができる中学生って今、いないんじゃな

いかと思います。このあたりを考えると今、学校現場で問題になっている生きる力っ

て考えると、ガーナの生徒、僕のクラスの生徒どっちがあるのかなって考えるとちょ

っと僕は疑問になるところがあって、どっちかなっていうふうに考えております。生

きる力に関してはひょっとするとガーナの生徒の方が持っているんじゃないかなと、

なぜかというと働く力を彼らは持っているからです。それから、やっぱり高いコミュ

ニケーション能力。積極的に僕に話しかけてきます。言語の学校に通っていると英語、

現地語の２カ国ですが、二つの言語二カ国じゃないですね、二カ国に言語が話すこと

ができます。たぶん、日本の中学生で、英語と日本語が不自由なく、使える生徒は少

ないと思うので、コミュニケーション能力の点でも、日本生徒がガーナの生徒に比べ

ると劣っているかなっていうふうに私は思います。 

それから時間もせまっています。やっぱり問題は十分な教育を受けられない。ど

うも同じような発表が続いていますが、ガーナでも同じようなことを感じて帰ってき

ました。最後になりますが、私が今度は帰国隊員としてできることですが、考えてい

ることです。当然、国際理解教育とか、人権教育を通じて私がしてきた経験というの

をクラスの生徒、それから現在勤務している学校の生徒。徳島県の生徒。まぁ、でき

れば日本の生徒に伝えていければいいなっていうのが私の目標であります。幸いなこ

とに徳島県の人権教育のテキストには、名前を忘れたのですが、ザンビアでエイズの

隊員だった方の、指導っていうのは載っております。それを子供たちに見せながら僕

もこれやったんだぞって言うところに、青年海外協力隊のところにマークせよなんて

授業では、人権教育のほうではやったりもしております。それからできれば国内での

ボランティア活動。学生のころから好きだったので、JICA さんの活動以外になるか

もしれないんですがボランティア活動もできたらなって感じで続けて、何かのボラン

ティア活動ができたらなって思います。それから奨学金への協力って書きました。あ

の、理数科隊員がガーナは多いので、奨学金を JOCV が、つくっております。それ

に、少しなんですが、正直金額で言うと年間五千円くらいなんですが、それが授業が

払えると思うので、一人の生徒の。五千円ぐらいずつこれも協力できたらなって思い

ます。それから最後ですが、これは難しいですが、まぁ僕の年齢からいくともう一回

くらい、行こうと思えば、協力隊に行けるかなと思います。あの、妻に言うと怒られ

るのでここで言いますが。また行くって言われそうなんですが、まだ行ける年齢かな



って思っています。四つ目はでもたぶん厳しいかなって思っています。発表を終わら

せてもらうのですが、最後にもしかしたらこれから派遣される方がいるかもしれませ

ん。最後に僕が言いたいことは、僕の友だちから帰国後よく聞かれます。あの行って

きてよかったかって。僕は、自信をもってよかったと答えています。行ってきてよか

ったか悪かったか、いろんな苦労もあったし嫌なことも正直言ってあったのですが、

僕は協力隊に参加して非常に良かったなと思っております。以上で発表を終わらせて

いただきます。ありがとうございました。 

 

 


